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新型コロナウイルス感染症罹患後に感染に対する偏見と後遺症が 

心理的負担と労働機能障害に影響することが判明 
 

 

論文掲載 

【本研究成果のポイント】 

・ 新型コロナウイルス感染症回復患者において、感染に対する偏見と後遺症によっ

て心理的負担と労働機能障害の危険性が高まる事が明らかになった。 

・ 後遺症が労働機能障害に与える影響は心理的負担を介していることが示唆された。 

・ 新型コロナウイルス感染症回復後の心理的負担や労働機能障害の発症を予防もし

くは軽減するためには、感染に対する偏見の払拭や心理的サポートが重要である

と考えられる。 

 

【概要】 

広島大学大学院医系科学研究科 石井伸弥寄附講座教授、久保達彦教授、田中純子教授、

広島市立舟入市民病院 高蓋寿朗病院長、三次中央病院 永澤昌病院長、広島県感染症・

疾病管理センター 桑原正雄センター長らによる新型コロナウイルス感染症から回復

した患者を対象とした研究により、新型コロナウイルス感染症罹患後において、感染

に対する偏見と後遺症によって心理的負担と労働機能障害の危険性が高まる事が明

らかになりました。この研究成果は医学雑誌「Scientific Reports」に掲載されまし

た。これまでの研究において新型コロナウイルス感染後には不安や抑うつなどが増加

すること、機能障害が生じる危険性が高まる事が示されていましたが、本研究によっ

て感染に対する偏見や後遺症が感染後の心理的負担と労働機能障害に対して与える

影響が明らかになりました。 

 

論文掲載 

本研究成果は 2022 年 12 月 23 日に、医学雑誌 「Scientific Reports」に掲載（オ

ンライン）されました。 
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【背景】 

新型コロナウイルス感染症から回復した後に、疲労、息切れ、頭痛、味覚障害などの

広島大学広報室 

〒739-8511 東広島市鏡山 1-3-2 

TEL：082-424-4383 FAX：082-424-6040 

E-mail: koho@office.hiroshima-u.ac.jp 

【本件リリース先】 
文部科学記者会、科学記者会、 
広島大学関係報道機関 



症状が持続する後遺症が生じる危険性が指摘されています。さらに、感染症がたとえ

軽症であったとしても、回復後に、仕事、社会生活、家庭生活において機能障害を生

じる危険性も指摘されています。 

一方、感染に対する偏見も新型コロナウイルス感染症から回復した患者にとって深刻

な問題であり、不安、抑うつなどの精神面での問題と関連していることが報告されて

いました。本研究は、感染に対する偏見と後遺症、心理的な負担と労働機能障害の関

係を評価するために実施されました。 

 

【研究成果の内容】 

2020 年４月から 2021 年 11 月までに広島県の新型コロナウイルス感染症対応病

院 2 施設において研究に参加することに同意した新型コロナウイルス感染症患者

309 名を対象として調査を行いました。対象者は新型コロナウイルス感染症後遺症

や心理的負担、労働機能障害※１、感染に対する偏見に関する項目（「誹謗中傷を受け

た」「風評被害により仕事上での不利益があった」など）等が含まれた調査票に回答し

ました。心理的負担は K6※２, 労働機能障害は Wfun※３によって評価しました。 

62.5%の参加者が一つ以上の後遺症を経験しており、心理的負担（K6 得点 5 点以

上）は対象者の 36.9%に、労働機能障害（Wfun 得点 14 点以上）は対象者の 37.9%

にみられました。感染に対する偏見は対象者の 32.7%が経験したと回答していまし

た。多変量ロジスティック回帰において、後遺症は心理的負担（調整オッズ比：2.36、

95%信頼区間：1.37-4.05）と労働機能障害（調整オッズ比：2.44、95%信頼区間：

1.42-4.21）両方に関連しており、同様に感染に対する偏見も心理的負担（調整オッ

ズ比：2.10、95%信頼区間：1.23-3.60）と労働機能障害（調整オッズ比：3.42、

95%信頼区間：1.97-5.94）両方に関連していました。後遺症が心理的負担と労働機

能障害に与える影響について評価するため、心理的負担で調整した媒介分析を実施し

たところ、労働機能障害に対する後遺症の効果はみられなくなり、後遺症が労働機能

障害に与える影響は心理的負担を介していることが示唆されました。軽度の新型コロ

ナウイルス感染症から回復した対象者に限定した解析でも同様の結果が得られまし

た。 

これらの結果から、感染に対する偏見と後遺症によって心理的負担と労働機能障害の

危険性が高まる事、後遺症の労働機能障害に対する影響は心理的負担を介している可

能性があることが明らかになりました。 

 

【今後の展開】 

新型コロナウイルス感染症患者が増える中、感染症からの回復後に心理的負担を経験

したり、機能障害に悩まされたりする人も増えていることが考えられます。新型コロ

ナウイルス感染症流行による社会への影響を抑えるためには、そうした感染後の心理

的負担や労働機能障害を予防もしくは軽減する取組が重要であると考えられます。本

研究ではその為に、感染に対する偏見の払拭や心理的サポートが重要であることが示

唆されました。今後は、感染後の支援としてどのようなサポートが適切であるか研究

をすすめるとともに、そうしたサポートを感染症対策と連携させていく取組が必要で

あると考えられます。 

 

【用語解説】 

※１ 労働機能障害：何らかの健康上の問題（疾病や症状など）を抱えながら出勤し、

生産性が低下している状態（プレゼンティーイズム）を指します。 

 

※２ K6：一般住民を対象としてうつ病や不安障害などの精神疾患をスクリーニン

グすることを目的として開発された心理尺度です。 

※３ Wfun：労働機能障害の程度を測定するために開発された尺度です。 



 

【参考図表】 

 

図 1 新型コロナウイルス感染症からの回復後対象者にみられた影響の割合 

 
 

 

表 1 心理的負担と対象者特性の関連 

 

特性 
 

オッズ比  

（９５％信頼区間） 

p 

年齢 参照群：４０歳以下 
  

 
40-59 歳 

0.86 (0.48-1.53) 0.61 

 
60 歳以上 

1.18 (0.57-2.44) 0.66 

女性 参照群：男性 
2.11 (1.28-3.47) 0.004 

後遺症 
 2.36 (1.37-4.05) 0.002 

時期 参照群：2021 年３月１日以前 
1.94 (1.08-3.50) 0.026 

感染に対する偏見 
 2.10 (1.23-3.60) 0.007 

受けた支援  
 0.93 (0.44-1.93) 0.84 

感染診断から調査までの期間 
 1.00 (0.99-1.01) 0.85 
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表 2 労働機能障害と対象者特性の関連 

特性 
 

オッズ比  

（９５％信頼区間） 

p 

年齢 ４０歳以下（参照群） 
  

 
40-59 歳 

1.14 (0.64-2.04) 0.66 

 
60 歳以上 

1.16 (0.55-2.45) 0.69 

女性 
 1.30 (0.79-2.15) 0.31 

後遺症 
 2.44 (1.42-4.21) 0.001 

時期 参照群（2021 年３月１日以前） 
2.40 (1.31-4.40) 0.005 

感染に対する偏見 
 3.42 (1.97-5.94) <0.001 

受けた支援  
 0.56 (0.26-1.21) 0.14 

感染診断から調査までの期間 
 1.00 (0.997-1.001) 0.32 

対象者特性と心理的負担、労働機能障害の関連を調べた多変量ロジスティック回帰で

は、心理的負担と性別、後遺症、時期、感染に対する偏見が関連しており、労働機能

障害とは後遺症、時期、感染に対する偏見が関連していることが示された。 

 

 

 

 

 

 

 
【お問い合わせ先】 
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Tel：082-257-2018 FAX：082-257-2018 

E-mail：sishii76@hiroshima-u.ac.jp 
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